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新 し い 議 会 体 制新 し い 議 会 体 制

「
新
し
い
議
会
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
」

令
和
5
年
5
月
臨
時
会

〜
臨
時
会
の
概
要
〜

生
坂
村
議
会
申
送
り
に
伴
い
5
月
12
日
に
臨
時

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
の
選
任
は
選
挙
で
行
わ
れ
投
票
に

よ
り
、議
長
に
太
田
讓
議
員
が
、副
議
長
に
藤
澤
幸

恵
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
と
2
つ
の
常
任
委
員

会
の
委
員
等
の
選
任
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

副議長
藤澤　幸恵

議　長
太田　　讓

所属委員会
委員会名 職　　名 氏　名

議 会 運 営 委 員 会

委 員 長 平田　勝章
副 委 員 長 字引　文威
委 員 島　　幸恵
委 員 山本　吉人

総務建経常任委員会

委 員 長 山本　吉人
副 委 員 長 平田　勝章
委 員 太田　　讓
委 員 吉澤　弘迪

社会文教常任委員会

委 員 長 島　　幸恵
副 委 員 長 望月　典子
委 員 藤澤　幸恵
委 員 字引　文威

広域及び一部事務組合議員
議　会　名 氏　　名 氏　　名

松 本 広 域 連 合 議 会 議 員 太田　　讓
松 塩 筑 木 曽 老 人 福 祉
施 設 組 合 議 会 議 員 藤澤　幸恵

安 曇 野 松 筑 広 域 環 境
施 設 組 合 議 会 議 員 太田　　讓

穂高広域施設組合議会議員 太田　　讓 藤澤　幸恵

議
長
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、生
坂
村
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

当
議
会
は
今
、
資
質
向
上
と
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。同
時
に
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
責
任
と
重

要
性
を
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
動
し
、
多
様
な
機

会
を
通
じ
て
村
民
の
声
を
聴
収
し
な
が
ら
、
そ
の
声
を

村
政
に
反
映
し
て
い
く
と
と
も
に
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
議
会
と
な
る
よ
う
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

生
坂
村
の
将
来
を
担
う
子
供
達
の
た
め
に
持
続
可
能

な
村
づ
く
り
と
、村
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
の
向
上
を
目

指
し
て
、議
会
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
則
り
、公
平
・
公
正

な
立
場
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、次
代

に
繋
が
る
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

議
長
の
補
佐
役
及
び
、
議
員
間
の
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し

て
議
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
副
議
長
は
「
議

会
だ
よ
り
」の
編
集
長
も
兼
務
し
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

さ
ま
が
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
議
会

活
動
を
わ
か
り
易
く
お
伝
え
で
き
る
紙
面
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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議案等の審査結果
案件 名　　　　称 内　　　　容 結　　果

報
告

村の義務に属する和解及び損害賠償の額（専決処分） 物損事故：損害賠償の額28万円

全員賛成
承　認

税条例の一部改正（専決処分）
関係法令の一部改正に伴う条例改正

国民健康保険税条例の一部改正（専決処分）

令
和
４
年
度

一般会計補正予算（専決処分） 歳入（地方交付税１億3,855万円）
歳出（各基金積立1億3,243万円）

村営バス特別会計補正予算（専決処分） 国庫補助金（△28３万円）
一般会計繰入金（283万円）

一般会計繰越明許費 国道19号防災工事に伴うCATV施設移設工事　
ほか4事業　総額2,351万円

報告のみ
簡易水道特別会計繰越明許費 下生野築堤工事に伴う送水管移設工事詳細設計

事業396万円

条
例
案

さぎの平防災拠点施設の設置及び管理に関する条例案 施節の設置利用に関して必要な事項を定める
全員賛成
承　認税条例の一部を改正する条例案

関係法令の一部改正に伴う条例改正
印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例案

補
正
予
算
案

令和5年度一般会計補正予算 次ページを参照
多数賛成
可　決令和5年度生坂村簡易水道特別会計補正予算 歳入（繰入金227万円）

歳出（経営管理費227万円）

事件案
古坂地区介護予防拠点施設の指定管理者の指定について 指定管理者：古坂区長　野澤　文彦

指定期間：令和5年7月1日～令和10年6月30日 全員賛成
同　意

日岐公園の指定管理者の指定について 指定管理者：日岐区長　安坂　清人
指定期間：令和5年7月1日～令和10年6月30日

人事案件
固定資産評価審査委員会委員の選任 小山博章（昭津）再任（任期：令和5年7月1日～3年間） 全員賛成

同　意

その他の事項
請願 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める

請願書
提出者：松塩筑地区教育関係
　　　　七団体連絡協議会

全員賛成
同　意

陳情 国に対し、適格請求等保存方式（インボイス制度）の
延期・見直しを求める陳情書

提出者：インボイス制度を考えるフリーランスの会
　　　　代表　阿部　伸 継続審査

第2回議会臨時会　5月12日
案件 名　　　　　称 内　　　　容 結　　果

報
告

令
和
５
年
度

一般会計補正予算（専決処分） 歳入歳出額を1,116万円追加し、総額を20億3,116万円とする。 全員賛成
承　認

補
正
予
算
案

一般会計補正予算 歳入歳出額を2,822万円追加し、総額を20億5,938万円とする。 多数賛成
可　決

5年度補正予算の内容5年度補正予算の内容（主な収支）（主な収支）
※数値は四捨五入

歳　入
分担金及び負担金 27万円
国庫支出金 9,792万円
県支出金 1,020万円
財産収入 6万円
諸収入 1,232万円
村債 7,590万円

歳　出
議会費 28万円
総務費 3,164万円 行政受付デジタル化489万円、元気づくり647万円、貸付金991万円

民生費 △61万円 元気づくり92万円

衛生費　1億2,172万円 簡易水道特別会計繰出金227万円、脱炭素先行地域づくり 1億1,933万円

農林水産業費　666万円 南部交流センタートイレ改修206万円、新規就農補助375万円、林道改良工事519万円

土木費 1,787万円 村道改良工事1,996万円、下生坂弥次郎沢土砂撤去242万円

消防費 860万円 日岐区 防災公園整備費工事750万円、消防団備品108万円

教育費 312万円 元気づくり256万円

災害復旧費 579万円 宇留賀農地災害復旧198万円、林道雲根線災害復旧381万円

予備費 160万円

■一般会計　　　〈補正額〉1億9,667万円　　〈総額〉22億5,605万円
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4

生
坂
村
古
坂
地
区
介
護
予
防
拠
点
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

生
坂
村
日
岐
公
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

生
坂
村
さ
ぎ
の
平
防
災
拠
点
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
案

（
全
員
賛
成
）

問　
条
例
案
の
内
容
に
住
民
主
導
の
利

用
と
い
う
こ
と
を
協
調
し
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
。

答　
必
要
な
ら
ば
盛
り
込
む
検
討
も
し

て
い
く
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
全
員
賛
成
）

総
務
課
関
係

問　
「
創
造
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
東
屋
の
建
築
、
バ

イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
、
設
計
、
施
工
費
、

特
に
主
な
工
事
費
の
金
額
の
妥
当
性
な

ど
、
十
分
な
検
討
、
調
査
を
し
て
い
る

の
か
。

答　
厳
正
な
調
査
、
検
討
、
監
査
を
し
、

着
実
に
進
め
て
い
く
。

問　
オ
フ
グ
リ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
建
設

物
が
安
全
に
設
置
で
き
る
の
か
（
予
定

さ
れ
て
い
る
雲
根
地
区
の
地
盤
）。
ま
た
、

そ
の
地
区
の
防
災
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
（
防
火
水
槽
の

設
置
等
）。

答　
十
分
な
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

特

別

会

計

予

算

簡
易
水
道

（
全
員
賛
成
）

陳
　
情

国
に
対
し
適
格
請
求
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
延
期
、
見
直
し
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
。
継
続
審
議
と

決
定
。

生
坂
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

問　
令
和
6
年
4
月
か
ら
、
森
林
環
境

税
が
徴
収
さ
れ
る
。
徴
収
方
法
は
。

答　
森
林
環
境
税
（
国
税
）
は
個
人
住

民
税
と
合
わ
せ
て
、
給
与
か
ら
は
12
回
に

分
割
し
て
、
普
通
徴
収
の
方
は
年
間
全
4

期
、
4
分
割
さ
れ
て
徴
収
さ
れ
る
。

問　
原
動
機
付
自
転
車
の
新
た
な
交
通

ル
ー
ル
が
、
令
和
5
年
7
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
。
生
坂
村
税
条
例
第
82
条

（
1
）原
動
機
付
自
転
車　

エ　

3
輪
以

上
の
も
の
、
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
で
法
定
速
度

が
時
速
30
㎞
の
も
の
。

生
坂
村
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

問　
改
正
で
可
能
に
な
る
こ
と
は
。

答　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ
リ
（
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
登
録
す
る
と
、

カ
ー
ド
が
な
く
て
も
本
人
確
認
が
で
き
、

電
子
証
明
書
を
取
得
で
き
る
。

意
見　
個
人
情
報
漏
洩
な
ど
問
題
が
各

地
で
お
こ
っ
て
い
る
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
心
配
す
る
声
が

あ
る
。一

般

会

計

予

算

（
全
員
賛
成
）

健
康
福
祉
課
関
係

昨
年
度
全
戸
配
布
し
た
公
共
交
通
機
関
の

使
い
方
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
基
に
、

今
年
度
は
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
利
用
し
、

以
下
の
事
業
を
行
な
う
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会
付
託
さ
れ
た
主
な
審
議
意
見

▶「
警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」よ
り

総
務
建
経
常
任
委
員
会
付
託
さ
れ
た
主
な
審
議
意
見
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◯
村
営
バ
ス
の
乗
り
方
や
移
動
風
景

の
映
像
を
作
成
し
、
I
C
N
や

Y
o
u
T
u
b
e
で
放
映
す
る
。

◯
Q
R
コ
ー
ド
な
ど
も
活
用
し
、
移
動

手
段
の
見
え
る
化
を
図
る
。

◯
体
験
ツ
ア
ー
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

す
る
。

問　
バ
ス
の
運
営
は
総
務
課
の
担
当
だ
が
、

連
携
が
と
れ
て
い
る
の
か
。

答　
地
域
支
え
あ
い
推
進
会
議
に
総
務
課

の
担
当
が
参
加
し
て
連
携
は
と
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
方
か
ら
公
共
交
通
機
関
の
使
い

方
が
分
か
り
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
。
健

康
福
祉
課
で
は
、
あ
く
ま
で
乗
り
方
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

問　
高
齢
者
に
特
化
し
た
Y
o
u
T
u
b
e

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
つ
く
る
の
か
。

答　
村
外
に
い
る
高
齢
者
の
家
族
の
方
に
、

免
許
を
返
納
し
て
も
安
心
で
き
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
役
割
も
あ
る
。

教
育
委
員
会
関
係

一
星
亭
の
認
知
度
が
ま
だ
低
い
た
め
、

元
気
づ
く
り
支
援
金
を
利
用
し
て
村
民

と
共
同
で
片
づ
け
や
、
見
学
を
し
周
知

し
て
い
く
。

問　
ど
の
よ
う
な
学
習
会
を
す
る
の
か
。

答　
地
域
住
民
10
～
20
人
を
対
象
と
し
、

3
～
4
回
程
度
を
考
え
て
い
る
。

知
識
の
あ
る
方
に
、
建
物
の
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
片
づ
け
た
り
、
学
習
を

し
た
り
し
て
い
く
。

問　
顕
彰
会
が
借
り
て
い
る
展
示
物
を
台

帳
等
を
作
成
し
て
、預
か
り
証
を
出
し
た
方

が
い
い
の
で
は
。

答　
教
育
委
員
会
で
は
は
っ
き
り
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
難
し
い
が
、
村
内
の
顕

彰
会
の
方
の
協
力
も
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

補
正
予
算
外
　
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

プ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
る
救
護
室
に
つ
い
て

問　
常
に
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
て
お
く
の
か
。

答　
熱
中
症
対
策
の
設
備
だ
が
、
見
学
に

来
ら
れ
る
親
御
さ
ん
に
も
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
。
大
き
な
施
設
で
は

な
い
の
で
急
な
場
合
も
す
ぐ
に
エ
ア
コ
ン
を

入
れ
て
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

問　
濡
れ
た
足
で
入
る
と
き
、
床
が
滑
ら

な
い
か
。

答　
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

小
学
校
の
粗
大
ご
み
処
分
に
つ
い
て

問　
小
学
校
で
不
要
に
な
っ
た
机
椅
子
を
、

希
望
者
に
取
り
に
来
て
も
ら
っ
て
は
と
意

見
を
3
月
に
出
し
た
が
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
い
な
い
夏
休
み
に
、

業
者
に
運
び
出
し
て
も
ら
う
。
そ
の
時
に

村
民
に
周
知
し
て
、
希
望
者
に
取
り
に
来

て
も
ら
う
。

請
　
願

請
願
5
‒

1
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
請
願
」

（
全
員
賛
成
）

意
見
書
を
提
出
す
る
。

一星亭内部一星亭内部
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議会改革検討会 議会改革検討会 season4season4

平成 29 年から始まった議会改革検討会、
この6月から4期目（申送り期間を1期とし
ています）を迎えました。これまで①住民に
開かれた議会②議員のなり手不足問題など
取組み、談話室や一般質問の YouTube 配
信、読みたくなるような議会だよりの制作
をおこなってきました。

コロナも 5 類に移行となり、懇談会など

対策を講じて開催できそうな状況となって
きました。

議会としても 4 月の補選により仲間も増
えましたので、新たな気持ちで議会と住民
の皆さまとの情報共有ができるよう活動し
ていきたいと考えております。

6 月の全員協議会で議長より 4 期目の検
討会に諮問を頂いたので進めてまいります。

①	議会懇談会の実施　担当:望月、藤澤

・談話室「山彦」はこれからも常設しておこなう。

・地区の懇談会、各団体との懇談会の実施に向けて打合せ作業に入る。

②	資質向上に向けた研修等勉強会の実施　担当:吉澤、字引

・専門の講師を依頼し講演をおこなえるよう調整していく。

・資質も大事だが、議会活性化の為の勉強も必要と考え検討していく。

③	子ども議会（中学校・小学校）　担当:山本、島

・今年度はカリキュラムに組込むことが難しい。来年度に実施できる話合いを進めると同時に

今年度おこなえることを模索していく。

④	議会制度の検討　担当:平田、太田

・議会憲章について

　当議会は村民憲章を推進してきているので、更に議会憲章が必要か検討していく。

・コンプライアンスの明文化

　規則・規範について議会会議規則に明文化するか、検討していく。

・議会だよりモニター

定期的に意見を伺うことで、より読みやすい議会だよりに繋がると考え実施に向けて今後、

検討していく。

・委員会への専門分野の参考人招致

村内で農業、建築・土木など専門的な職業の方を対象の審議に招致して意見を頂き、より深い

審議を目指すと共に議会に関心を持ってもらう機会とする。

・報酬について

　議会としての検証はしたが、引続き研究・検討をしていく。

議会改革検討会座長　平田勝章

【諮問項目と検討内容】



一般質問とは…「議員がフリーテーマで執行部に質問・提案を行う場」で、
議員独自のカラーが出せる貴重な機会です。村民の生活に関わる様々な
声を村政に届け、議論が行われます。※質問は一般事務に限ります。

村政村政そこが知りたい !!そこが知りたい !!

7 名の議員が一般質問

一般質問
6月
定例会

8P〔上〕 吉澤弘
ひろみち

迪 議員

○生坂・池田間道路のトンネル化実現への
運動について

8P〔下〕 字引文
ふみたけ

威 議員

○長谷久保の火災について
○消火栓ペイント作戦から感じた消火設備

の管理について
○昭和電工広津発電所の受水方法の対策の

実施状況について

9P〔上〕 望月典
のりこ

子 議員

○帯状疱疹ワクチン予防接種の補助について

9P〔下〕 山本吉
よしと

人 議員

○雲根地区創造の森プロジェクトについて

10P〔上〕 平田勝
かつあき

章 議員

○防災士の役割と現状について

10P〔下〕 島幸
ゆきえ

恵 議員
○地域電力会社について
○マイクログリッドなどの事業費について
○村民の意見をどの様に取り入れるかについて
○雲根「創造の森」事業と村のかかわりについて

11P〔上〕 藤澤幸
さちえ

恵 議員
○村の行事イベント開催の考え方について
○村民参加の村づくりについて
○人口減少・移住対策について

7
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問　

生
坂
・
池
田
間
の
ト
ン
ネ
ル
化
運

動
は
現
在
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る

か
。
又
そ
の
経
過
は
。

振
興
課
長　

池
田
・
松
川
・
生
坂
村
で

上
生
坂
信
濃
松
川
停
車
場
期
成
同
盟
会

を
結
成
し
県
会
議
員
立
会
い
の
も
と
に

10
数
年
前
か
ら
毎
年
長
野
県
建
設
部
に

要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
村

独
自
で
も
県
知
事
、
県
選
出
国
会
議
員

に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

問　

生
坂
・
池
田
間
の
道
路
の
ト
ン
ネ

ル
化
運
動
を
強
力
に
す
る
に
は
現
在
の

期
成
同
盟
会
と
は
別
に
生
坂
村
と
池
田

町
で
ト
ン
ネ
ル
化
期
成
同
盟
会
を
つ
く

り
強
力
に
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
。
ま
た
、

議
員
も
「
池
坂
や
ま
び
こ
会
」「
東

筑
摩
郡
議
員
大
会
」
で
要
望
し
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

村
長
　
期
成
同
盟
会
で
こ
の
道

路
の
池
田
町
半
在
家
か
ら
池
田

町
法
道
地
区
間
の
ト
ン
ネ
ル
化

の
運
動
を
行
い
県
に
調
査
費
の

計
上
を
要
望
し
て
い
る
の
で
現

在
の
同
盟
会
で
意
思
統
一
し
て

一
丸
と
な
っ
て
要
望
し
た
い
。
ま
た
、

議
員
活
動
で
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
は

大
き
な
推
進
力
と
な
る
の
で
是
非
支
援

し
て
ほ
し
い
。

問　

こ
の
運
動
の
県
と
の
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
い
た
県
議
が
不
在
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
パ
イ
プ
役
を

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

東
筑
摩
郡
村
長
会
で
は
、
県
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
自
由
民
主
党
の
萩
原
県

議
、
青
木
県
議
の
二
名
の
県
議
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
化

の
運
動
に
つ
い
て
は
当
村
は
宮
澤
県
議
に

引
き
続
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

こ
こ
数
年
、
当
村
で
は
毎
年
の
よ

う
に
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い
る
状
況

に
対
し
行
政
と
し
て
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
。

総
務
課
長　

焚
火
な
ど
を
実
施
す
る
場
合

は
管
轄
す
る
消
防
署
へ
の
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
役
場
に
届
出
書
類
と
受

付
ポ
ス
ト
を
設
置
。
こ
う
し
た
届
出
制
度

へ
の
理
解
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
火
災

予
防
の
観
点
か
ら
は
重
要
。
火
災
予
防
・

火
災
時
の
対
応
等
の
講
習
等
は
意
義
あ
る

も
の
と
考
え
、
消
防
署
や
消
防
団
と
連
携

し
開
催
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

初
期
消
火
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
区

の
消
防
協
力
隊
の
協
力
を
得
て
、
消
火
手

順
の
確
認
と
消
火
訓
練
を
合
わ
せ
、
「
初

期
消
火
の
大
切
さ
」
の
理
解
を
深
め
る
よ

う
行
政
か
ら
も
後
押
し
を
。

総
務
課
長　

住
民
の
皆
様
に
は
、
「
消
せ

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
は
思
わ
ず
火
災
を
発

見
し
た
ら
最
悪
を
想
定
し
た
行
動
を
お
願

い
し
た
い
。
自
分
を
含
め
た
人
命
を
第
一

に
考
え
、
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
行
動

が
初
期
消
火
。

無
理
を
し
な
い
行
動
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

消
火
栓
ペ
イ
ン
ト
作
戦
か
ら
感
じ

た
消
火
設
備
の

維
持
管
理
方
法

に
つ
い
て
の
対

応
は
。

副
村
長　

消
防

水
利
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
が
で

き
な
い
か
検
討

を
始
め
た
と
こ
ろ
、
防
火
水
槽
の
位
置
や

大
き
さ
、
消
火
栓
の
位
置
と
格
納
箱
の
位

置
、
格
納
資
機
材
に
つ
い
て
写
真
を
付
け

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
現
場
で
消
防
団
員

と
の
情
報
共
有
が
可
能
か
な
ど
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
。

問　

高
津
屋
森
林
公
園
は
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
が
好
評
で
利
用
者
の
増
加
も
。
逆
に
火

災
発
生
の
懸
念
。
そ
れ
に
は
消
防
水
利
と

し
て
利
用
出
来
る
「
昭
和
電
工
吐
水
池
」

へ
の
可
搬
式
送
水
ポ
ン
プ
の
搬
入
路
の
整

備
、
消
防
団
員
に
よ
る
取
水
実
地
訓
練
な

ど
必
要
で
は
。

総
務
課
長　

ポ
ン
プ
搬
入
路
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
吐
水
池
の
フ
ェ
ン
ス
ま
で
道
型

が
あ
り
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
村
と
し
て

可
能
か
、
こ
の
利
用
を
含
め
調
整
を
続
け

て
い
く
。

吉澤弘廸議員

字引文威議員

生
坂
・
池
田
間
ト
ン
ネ
ル
化
実
現
の
た
め
の

運
動
の
推
進
を

村
長
　
期
成
同
盟
会
で
運
動
を
強
力
に

展
開
し
て
い
る

近
年
の
住
宅
火
災
に
つ
い
て
行
政
の
対
応
は

総
務
課
長
　
火
災
予
防
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

捉
え
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動
を

トンネル化地点
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望月典子議員

山本吉人議員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
補
助
を

村
長
　
担
当
部
署
と
し
っ
か
り
研
究
、

検
討
し
て
決
め
た
い

「
創
造
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

村
の
関
わ
り
方
は

村
長
　
建
造
物
の
管
理
等
、

村
と
し
て
き
ち
ん
と
管
理
、
維
持
し
て
い
く

問　

最
近
、
帯
状
疱
疹
と
い
う
病
気
に

関
心
を
持
つ
人
が
多
く
な
り
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。

高
齢
者
に
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
神

経
系
統
を
犯
さ
れ
る
と
重
篤
な
結
果
に

な
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
打
つ
の
が
効

果
的
だ
が
、
費
用
は
４
万
円
以
上
と
負

担
が
大
き
い
。
全
国
の
様
々
な
自
治
体

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
補
助
が
始

ま
っ
て
い
る
。

当
村
も
補
助
を
し
て
ほ
し
い
の
だ
が
ど

う
考
え
る
か
。

村
長　

現
在
、
村
で
は
高
齢
者
に
向
け

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
お
こ

な
っ
て
い
る
が
、
帯
状
疱
疹
は
健
康
教

室
な
ど
で
も
、
参
加
者
の
話
題
に
の
ぼ

る
こ
と
も
多
く
、
住
民
の
関
心
は
高
い

と
思
わ
れ
る
の
で
来
年
度
に
向
け
た
助

成
の
研
究
、検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

問　

研
究
・
検
討
の
具
体
的
な
内
容
は
。

村
長　

他
の
市
町
村
の
補
助
額
を
参
考

に
し
て
、
当
村
の
状
況
、
他
の
接
種
と

の
公
平
性
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
し
っ

か
り
検
討
し
た
い
。

問　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種

の
た
め
、
県
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
な

い
が
、
助
成
の
財
源
は
。

健
康
福
祉
課
長　

村
の
単
独
事
業
で
一

般
会
計
に
な
る
と
思
う
が
、
今
後
使
え

る
補
助
金
が
出
て
く
る
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

問　

当
村
は
高
齢
化
が
進
み
、
時
間
的

猶
予
が
な
い
。
補
助
を
首
を
長
く
し
て

待
っ
て
い
る
住
民
も
い
る
。
次
回
９
月

の
定
例
会
で
予
算
を
示
し
て
も
ら
う
事

は
可
能
か
。

村
長　

国
、
県
の
定
期
接
種
化
の
動
向

を
注
視
し
て
い
る
市
町
村
は
多
い
。
当

村
も
今
年
度
は
補
助
額
、
重
要
性
等
を

じ
っ
く
り
検
討
し
、
来
年
度
か
ら
と
考

え
て
い
る
が
、
猶
予
が
な
い
と
い
う
指

摘
も
も
っ
と
も
で
あ
り
、
ま
ず
は
担
当

部
署
で
し
っ
か
り
動
向
も
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
、
９
月
の
定
例
会
に
補
正
予

算
で
計
上
で
き
る
か
、
そ
こ
も
検
討
し

た
い
。

問　

こ
の
「
創
造
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
ど
う
地
元
住
民
が
関
わ
っ
て
い
け

ば
い
い
の
か
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
い

た
い
。

総
務
課
長　
「
創
造
の
森
」
事
業
計
画
と

し
て
は
、
令
和
6
年
に
脱
炭
素
先
行
地

域
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
、
オ
フ

グ
リ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
予
定
し
て

い
る
。
周
辺
を
含
め
て
全
体
像
に
つ
い

て
は
今
年
度
、
地
元
と
協
議
を
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
元
気
づ
く

り
支
援
金
を
活
用
し
た
雲
根
地
区
で
の

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
く
。

問　

オ
フ
グ
リ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
、
野
菜
作

り
等
に
雲
根
地
区
の
水
（
天
然
水
）
を

使
用
し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、

雲
根
地
区
の
住
民
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
水
の
管
理
保
全
を
し
て
い
る
。
管
理

す
る
方
々
も
高
齢
者
が
多
く
、
水
源
地

ま
で
の
経
路
も
険
し
く
て
困
難
で
あ
る
。

命
の
源
の
水
、
そ
れ
も
天
然
の
湧
き
水

を
守
る
こ
と
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

も
大
き
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。
よ
っ

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
雲
根
地
区

の
水
の
保
全
整
備
が
可
能
で
あ
る
の
か
。

村
長　

村
で
考
え
る
「
創
造
の
森
」
は
、

「
環
境
」「
自
然
」「
農
業
」
を
テ
ー
マ
に

事
業
展
開
構
築
し
、
事
業
を
通
じ
て
水

の
活
用
や
、
保
全
管
理
に
つ
い
て
地
元

の
方
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。
高
齢

化
に
よ
り
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

簡
易
水
道
有
収
率
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
で
、
雲
根
地
区
を
、
村
の
簡
易
水

道
給
水
区
域
に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
「
創
造
の
森
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
子
供
や
若
者
に
こ
れ
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
農
業
の
や
り
方
な
ど

を
学
べ
る
機
会
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

村
長　

令
和
4
年
度
の
ア
ー
ス
オ
ー
ブ

ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
収
穫
祭
を
通
し

て
、
雲
根
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
若

い
世
代
を
含
め
て
1
0
6
名
の
方
が
参

加
し
て
い
る
。
松
本
山
雅
と
保
育
園
児

の
大
豆
ま
き
等
も
実
施
し
て
お
り
、
今

後
も
雲
根
地
区
で
の
脱
炭
素
の
モ
デ
ル

地
区
、
ま
た
、
地
域
農
業
の
実
践
の
場

と
し
て
活
用
、
事
業
を
し
て
い
く
。
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問　

災
害
に
対
し
て
防
災
士
に
何
を
期
待

し
て
い
き
た
い
か
。

総
務
課
長　

防
災
士
は
、
社
会
の
様
々
な

場
で
防
災
力
を
高
め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
、

自
主
防
災
組
織
で
行
う
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
講
師
と
な
る
な
ど
の
活
動
に
よ
り
災

害
対
応
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

問　

防
災
士
の
資
格
取
得
の
経
緯
は
。

総
務
課
長　

令
和
元
年
度
の
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
防
災
士
の
島
田
亜
紀
先
生

を
講
師
に
招
き
「
助
け
ら
れ
る
人
か
ら　

助
け
る
人
に
」
と
題
し
、
防
災
士
の
役
割

や
活
動
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

令
和
2
年
度
に
長
野
県
地
域
発　

元
気
づ

く
り
支
援
金
を
活
用
し
て
、
取
得
に
係
る

経
費
は
事
業
の
中
で
負
担
し
、
防
災
士
を

育
成
す
る
事
業
を
計
画
実
施
し
た
。

問　

現
在
防
災
士
と
防
災
組
織
と
の
か
か

わ
り
方
は
。

総
務
課
長　

災
害
発
生
時
に
は
協
力
を
い

た
だ
い
た
り
、
自
主
防
災
組
織
内
で
の
活

動
も
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
区
長

会
で
も
お
話
し
を
し
、
活
動
し
や
す
い
環

境
つ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

問　

防
災
士
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
、
個

人
が
受
験
す
る
場
合
の
補
助
金
の
制
度
や

防
災
士
が
村
内
で
の
講
師
の
役
割
な
ど
の

規
約
は
作
れ
な
い
か
。

総
務
課
長　

防
災
士
の
資
格
取
得
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
元
気
づ
く
り
支

援
金
を
活
用
し
た
村
の
事
業
に
よ
り
取
得

を
し
て
い
る
の
で
、
取
得
費
用
や
申
込
手

続
等
村
で
行
っ
た
。
今
後
村
の
事
業
と
し

て
計
画
し
て
行
く
場
合
に
は
同
様
に
行
っ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。
個
人
的
に
資
格

取
得
を
目
指
す
方
が
い
る
場
合
に
は
受
講

費
用
等
の
助
成
が
で
き
る
よ
う
、
要
綱
等

必
要
な
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

平田勝章議員

防
災
士
の
役
割
と
現
状
に
つ
い
て

総
務
課
長
　
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て

活
動
が
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い

問　

7
月
に
設
立
さ
れ
る
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
の
経
営
の
見
通
し
は
。

総
務
課
長　

借
入
に
よ
る
返
済
を
事
業

ご
と
、
P
P
A
事
業
15
．
4
年
、
マ
イ

ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
で
19
．
5
年
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
で
17
．
7
年
後
に
は
投
資
回
収

が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
の
利
益
を
試

算
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
経
営
を
前

提
に
進
め
る
。

問　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
設
立
に
お

い
て
、
出
資
金
や
発
起
人
な
ど
、
村
民

に
説
明
、
承
認
を
受
け
る
べ
き
だ
っ
た

の
で
は
。

村
長　

3
月
定
例
議
会
の
ほ
か
、
村
の
皆

さ
ん
に
は
区
長
会
議
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
各
区
の
総
会
や
広
報
い
く

さ
か
を
通
じ
て
お
示
し
し
て
い
る
。
今
後

各
区
で
説
明
会
を
開
催
す
る
。
会
社
の
内

容
に
関
し
て
住
民
説
明
を
前
提
の
上
で
、

決
定
機
関
で
あ
る
議
会
で
の
承
認
に
諮
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

事
業
費
と
補
助
金
の
差
額
の
融
資
を

金
融
機
関
か
ら
受
け
る
時
、
村
が
債
務
保

証
を
す
る
必
要
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

債
務
保
証
の
設
定
は
金
融
機

関
の
判
断
で
あ
り
、
今
後
の
手
続
き
や
協

議
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

問　

村
が
直
接
行
う
事
業
費
で
、
過
疎
債

で
補
填
さ
れ
な
い
1
億
8
千
万
円
は
ど
こ

か
ら
く
る
の
か
。

総
務
課
長　

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
自
体
の
事

業
の
借
入
分
と
合
わ
せ
、
15
年
程
度
で
の

会
社
運
営
で
の
設
備
利
用
料
収
入
に
よ
る

投
資
回
収
の
内
数
と
し
て
見
込
ん
で
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
か
ら
村
へ
の
回
収
分
と

し
て
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
試
算
し
て
い
る
。

問　

住
民
の
意
見
を
受
け
て
、
そ
れ
を
採

択
す
る
か
し
な
い
か
は
ど
こ
で
誰
が
判
断

す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
判
断
の
基
準
と

な
る
も
の
は
何
か
。

村
長　

ご
意
見
の
内
容
に
よ
り
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
検

討
す
る
。
ま
た
、
採
用
の
判
断
は
、
交
付

金
要
件
の
範
囲
内
で
、
環
境
省
と
相
談
の

上
、
最
終
判
断
を
行
う
。

問　

今
後
創
造
の
森
事
業
と
、
村
が
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
。

村
長　

脱
炭
素
事
業
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン

ト
事
業
、
交
付
金
を
活
用
し
た
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
建
設
を
村
と
し
て
実
施
。

周
辺
は
財
源
手
法
を
含
め
た
一
体
的
な
整

備
を
計
画
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

島幸恵議員

脱
炭
素
事
業
経
営
の
見
通
し
は

総
務
課
長
　
持
続
可
能
な
経
営
を

前
提
に
進
め
る

令和元年度生坂村防災講演会



議 　 会 　 日 　 誌
4月 

18日　やまなみ荘定例会
20日　いくさかの郷定例会
24日　生坂村長寿会連合会総会
27日　ゼロカーボン推進プロジェクト会議/

高津屋森林公園管理組合総会
28日　生坂農業未来創りプロジェクト会議
28日　山村活性化事業監査・観光協会監査・例月出納検査

5月 

12日　議会全員協議会・第2回臨時議会
15日　生坂村商工会総会
19日　やまなみ荘定例会
21日　第56回村民運動会
22日　生坂農業未来創りプロジェクト会議
23日　全国町村議会議長・副議長研修会（東京都）

ゼロカーボン推進プロジェクト会議/いくさかの郷定例会
25日　初当選議員研修会（長野市）
26日　地域支え合い推進会議
29日　戦没者追悼式/遺族会総会
30日　社会福祉協議会理事会
31日　安筑防犯協会理事会・総会（安曇野市）/例月出納検査

6月 

2日　県道上生坂信濃松川停車場線整備期成同盟会現場報告会
議会運営委員会/観光協会総会

3日　小学校運動会
4日　体育協会前期ゲートボール大会
8日　議会全員協議会

13日　6月定例会開会
14日　本会議（一般質問）
15日　本会議（一般質問）
16日　総務建経常任委員会
19日　社会文教常任委員会
20日　新人議員広域連合一部事務組合視察研修
21日　本会議（追加議案）閉会/議会全員協議会
22日　東筑摩郡議会議長会臨時会（松本市）
23日　農業公社評議委員会
27日　例月出納検査
28日　議会だより編集委員会
29日　生坂農業未来創りプロジェクト会議/

ゼロカーボン推進プロジェクト会議
30日　松本広域連合議会運営委員会/

町村監査委員協議会臨時役員会/
議会だより編集委員会

7月 

2日　消防ポンプ操法大会・報告会
3 ～ 5日　行政視察研修（北海道）
10日　議会全員協議会
11日　穂高広域施設組合全員協議会臨時総会/

絆づくり支援金事業選定委員会
13日　議会だより編集委員会/長和町議会視察対応
14日　議員研修会（松本市）
18日　やまなみ荘定例会/

松本佐久連絡道路期成同盟会総会（佐久市）
19日　いくさかの郷定例会
20日　いくさかマル得商品券スーパープレミアム販売セレモニー
21日　夏の交通安全やまびこ運動出陣式

大町ダム等再編事業促進期成同盟会総会（大町市）
松本広域連合臨時議会（松本市）
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藤澤幸恵議員

こ
れ
か
ら
の
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

村
長
　
関
係
者
や
住
民
の

意
見
・
要
望
を
集
約
し
検
討
す
る

問　

コ
ロ
ナ
の
5
類
移
行
に
伴
い
、
今

後
村
の
各
種
行
事
が
通
常
に
開
催
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
口
減
少
、
高
齢

化
の
中
で
各
地
区
の
役
員
の
負
担
、
運

営
側
の
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
年
開

催
が
予
定
さ
れ
る
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
も
、
住
民
が
楽
し

め
る
行
事
と
な
る
よ
う
見
直
し
が
必
要

と
考
え
る
が
。

振
興
課
長　

開
催
に
な
れ
ば
参
加
さ
れ

る
村
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
も
再
び
発
生

す
る
。
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

参
画
す
る
皆
様
か
ら
ご
意
見
、
要
望
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
感
染
対
策
に
よ
る

制
限
や
見
直
し
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問　

発
想
を
変
え
、
各
ブ
ー
ス
を
村
内

外
の
各
企
業
や
団
体
か
ら
公
募
す
る
な

ど
村
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
考
え
に
あ
る
か
。

振
興
課
長　

意
見
を
集
約
し
検
討
す
る
。

問　

各
種
行
事
を
集
約
す
る
と
い
う
意

味
で
、
村
民
運
動
会
と
小
学
校
の
運
動

会
の
合
同
開
催
は
考
え
ら
れ
る
か
。

教
育
長　

関
係
者
や
住
民
の
意
見
を
聞

き
可
能
か
検
討
す
る
。

問　

人
口
減
少
、
地
域
の
高
齢
化
に
伴

い
、
各
地
区
、
団
体
が
運
営
を
行
う
に

あ
た
り
、
抱
え
る
現
状
の
課
題
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

副
村
長　

極
端
に
世
帯
数
や
人
口
が
減

少
し
て
い
る
区
に
つ
い
て
は
過
去
に
合

併
を
協
議
し
た
が
そ
の
時
は
実
現
で
き

な
か
っ
た
。
近
い
将
来
役
員
の
な
り
手

不
足
は
深
刻
な
問
題
に
な
る
と
考
え
る

の
で
検
討
す
る
。

問　

昨
年
の
移
住
者
数
・
転
入
手
続
き

時
に
暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
は
。

住
民
課
長　

全
体
で
49
名
の
転
入
。
村

全
体
で
少
子
高
齢
化
と
い
う
状
況
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
常
会
へ
加
入
し
、
地
区

の
環
境
整
備
や
行
事
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
伝
え
て
い
る
。
ま
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
生
活
を
地
域
で
守
る
と
い

う
意
味
も
あ
る
の
で
、
高
齢
者
や
子
供

の
安
全
、
災
害
時
等
の
際
に
は
、
地
域

で
声
を
掛
け
合
っ
た
り
サ
ポ
ー
ト
し

合
っ
た
り
で
き
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て

い
る
。
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島　幸恵です。

生坂村に移住して 4 年目になりました。これまで、ジェンダー

ギャップを感じて生坂村女性の会に入会し、活動してきました。

今年度の日本の「ジェンダーギャップ指数」は、過去最低の

146 ヶ国中 125 位です。小さな村からでも、誰もが生きやす

い世の中になるような行動や、発信をしていきたいです。また、

なるべく環境に負荷をかけない生活を目指して、過去に有志で

映画会を開きました。生坂村は脱炭素先行地域に採択され、二酸化炭素の排出を削減する

ための事業をしていきます。化石燃料の使用を減らし、二酸化炭素の削減を目指すことは、

地球規模で広がる温暖化を食い止めるために大切なことです。同時に、地球規模で広がる

環境汚染についても考え、生物多様性を守る行動もしていきたいです。生坂村の子どもた

ちのために、美しい自然を守っていきたいです。議員になって、今までいきあえなかった

方といきあうことができたり、行ったことのない所に行ったりすることができて、とても

嬉しいです。声をかけていただくこともあり、村の皆さんのあたたかさを日々実感してお

ります。皆さんのお話を伺ったり、皆さんの声をなるべく村政に届けたりして、生坂村がもっ

と住みよい村になるように頑張っていきたいです。どうぞよろしくお願いいたします。

新しい議員を新しい議員を
　　紹介します!!　　紹介します!!

この4月23日の補欠選挙で新たに2名の仲間が増えました。

議会議員としての知識とルールを学んで議員活動を行って頂

き、村・村民の為に共に頑張っていきたいと考えていますので、引

き続きのご支援ご協力をお願い致します。

今回は新人2名に、これからの活動に対する意気込みを皆様に

知ってもらう為、特集ページを設けました。

（議長　太田　讓）



議
会
視
察（
北
海
道
鹿
追
町
・
浦
幌
町
）

表
紙
の
写
真
は
、
7
月
3
日
か
ら
5

日
ま
で
、
議
会
で
鹿
追
町
に
視
察
に

行
っ
た
時
の
も
の
で
す
。
鹿
追
町
は
、

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
核
と
し
た
地

域
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
先
進
的
に
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
牛
の
糞
尿

を
発
酵
さ
せ
た
メ
タ
ン
ガ
ス
か
ら
発
電

し
、
売
電
し
た
り
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の
一

部
か
ら
水
素
を
つ
く
り
、
水
素
で
動
く

自
動
車
を
10
台
公
用
車
と
し
て
使
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
坂
村
が

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
（
自
営
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
）
を
構
築
し
、
公
共
施
設
を
繋
い
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
%
の
電

気
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

C
O
²
の
削
減
、
災
害
対
応
能
力
の
向

上
、
光
熱
費
の
削
減
が
実
現
し
て
い
ま

す
。
自
営
線
と
蓄
電
池
の
導
入
費
用
の

大
き
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
人
口
減
少
が
多
く
の
地
域
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
浦
幌
町
で

は
、
20
代
の
若
者
の
移
住
が
増
え
て

い
ま
す
。
町
で
は
志
を
も
っ
て
来
た
移

住
者
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
関
わ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
移
住
者
が
事
業
を
興
し

た
り
、
町
の
こ
と
を
発
信
し
た
り
し
て
、

観
光
客
誘
致
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
学
校
で
は
、
地
域
の
良

さ
を
学
び
、
地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
提
案
す
る
「
う
ら
ほ
ろ
ス
タ
イ
ル
」

と
い
う
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
提
案
に
大
人
も
真
剣
に
向
き

合
い
、
実
現
で
き
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
そ
う
で
す
。

13

山本吉人です。

私は、この村に生まれ育ちました。手作りの家と小さな工房

で仕事をしています。こんな不便な所で大丈夫かと不安でした

が、視点を変えて生活してみると、田舎も都会もあまり関係な

いと気づきました。田舎生活は、都会生活と比べると確かに不

便ではあります。しかし、田舎でしかできないこともたくさん

あります。生坂村での生活はそんなメリット、デメリットを正

しく理解すれば、他の市町村にも負けない生活拠点になると思います。

生坂村も日本全国の市町村と同じく、人口減少が大きな問題になっています。加えて、

高齢者の比率が大きくなり、これからますます地域作業等で高齢者の方の負担が大幅に増

えていきます。今こそ若い世代の方が先頭に立ち、新しい視点で村づくりに参加して活動

してもらいたいと私は考えています。

私は、議員として若い世代の方への村政参加を応援するとともに、未来の若者の活動に

協力、参加もしていきたいです。

若者たちの未来を明るくする村政を目指し、ともに頑張りましょう。

表
紙
の
ひ
と
言

表
紙
の
ひ
と
言
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編

集

後

記

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
も
5
月
か
ら
は
2

類
相
当
か
ら
5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
社

会
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

当
村
の
道
の
駅
で
は
テ
レ
ビ
の
影
響
で

「
灰
焼
き
お
や
き
」
の
売
れ
行
き
が
好
調

で
音
を
あ
げ
て
い
る
。「
熱
い
仕
事
は
大

変
だ
」「
将
来
は
ロ
ボ
ッ
ト
で
製
造
が
可

能
か
真
剣
に
考
え
る
時
期
が
来
た
？
」

6
月
議
会
は
、
4
月
に
行
わ
れ
た
議
会

議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
2
名
の
新

議
員
が
加
わ
り
、
8
名
全
員
の
出
席
と
な

り
ま
し
た
。

新
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
で
は
、
今
注

目
さ
れ
て
い
る
生
坂
村
脱
炭
素
に
つ
い
て

新
人
ら
し
く
積
極
的
に
発
言
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
私
の
初
め
て
の
一
般
質
問
で

は
十
分
に
対
応
が
出
来
ず
、
喉
が
渇
い
た

の
を
思
い
出
し
た
。

 

（
平
田
勝
章
）

編
集
・
発
行
責
任
者
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太
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讓

編
集
委
員

　
　

委
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藤
澤　

幸
恵
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山
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吉
人
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幸
恵
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字
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文
威

　
　
　

〃　
　

平
田　

勝
章

子
育
て
も
終
わ
り
、人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
離

れ
、夢
で
あ
っ
た「
ロ
ハ
ス
な
生
活
」を
し
よ
う

と
、近
隣
で
移
住
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

い
つ
の
間
に
か
主
人
が
空
き
家
バ
ン
ク
で
今

の
家
に
目
星
を
つ
け
て
い
て
、即
交
渉・あ
っ
と

言
う
間
に
生
坂
村
移
住
が
決
定
し
ま
し
た
。

主
人
任
せ
だ
っ
た
の
で
、生
坂
村
を
よ
く

知
ら
な
い
私
の
第
一
印
象
は
、安
曇
野
・
松
本

と
長
野
市
の
間
に
あ
る
、大
き
な
お
や
き
が

有
名
な
所
…
で
し
た
。

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、下
生
野
区
や
、

常
会
の
皆
様
も
優
し
く
理
解
の
あ
る
人
が
多

く
、農
業
に
お
い
て
は
時
に
厳
し
く
、そ
し
て

親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
り
、お
野
菜

も
頂
い
た
り
、私
達
夫
婦
は
近
所
の
皆
様
の

お
か
げ
で
、今
で
は
楽
し
い「
生
坂
村
ラ
イ

フ
」を
送
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
移
住
一
年
目
に
選
挙
が
あ
り
ま
し

た
。微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、携
わ
り
経
験
さ

せ
て
も
ら
い
、選
挙
を
通
じ
て
、村
の
事
を
知

り
、考
え
る
事
も
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
普
段
、議
員
さ
ん
に
会
う
事
も
話
す

こ
と
も
中
々
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、生
坂
村

で
は
議
員
さ
ん
と
直
接
話
す
機
会
が
多
々
あ

り
ま
す
。勿
論
、話
し
た
か
ら
と
い
っ
て
全
て
が

即
解
決
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、地
域
の
人
々
の
声
を
聞
い
て・
届

け
て
・
考
え
て
く
れ
る
。非
常
に
あ
り
が
た

く
、心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
身
近
に
感
じ
る
分
、無
茶
な

提
案
を
し
て
し
ま
っ
て
困
ら
せ
る
こ
と
も
時

折
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
事
を
無
視
す
る

こ
と
も
無
く
、真
摯
に
対
応
し
て
く
だ
さ
る
の

で
、私
自
身
も「
生
坂
村
民
」と
し
て
、こ
れ
か

ら
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、生
坂
村
に
は
身
近
に
話
せ
る「
や
ま

び
こ
」や
、「
村
政
懇
談
会
」等
が
あ
り
、直
接

意
見
や
提
案
を
伝
え
る
場
所
や
機
会
が
あ
り

ま
す
。

勿
論
、村
民
一
人
一
人
全
て
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
事
は
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
。議

員
さ
ん
も
思
う
事
、考
え
て
い
る
こ
と
が
、議

員
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
な
い
現
実
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、村
民
が
参
加
で
き
る
場
で

の
意
見
・
提
案
は
、こ
れ
か
ら
も
実
現
に
向
け

て
検
討
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

※
昨
年
か
ら
軒
先
で
居
酒
屋
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
、往
年
の
L
P
レ
コ
ー
ド
な
ど
を

聞
き
な
が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真
の
お
願
い

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
の
写
真
は
、イ

ベ
ン
ト
等
で
議
会
編
集
委
員
が
撮
影

し
た
写
真
を
許
可
な
く
掲
載
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
掲
載
許
可
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

運
動
会

　
　

村
の
音
頭
で

　
　
　

締
め
く
く
り

カ
ン
ナ　

コ
ロ
ナ
も
５
類
と
な
り
、
村
で
も
行

事
が
復
活
し
て
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ネ
。
お
忙
し
い
毎
日
と
お
察
し
い
た

し
ま
す
。

「
山
彦
」
は
健
在
で
す
。
皆
さ
ん
を

待
ち
わ
び
首
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
出

張
「
山
彦
」
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

是
非
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
と
呼
び
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
飛
ん
で
い
き
ま
す
！

典
子

村
民
の
声

移
住
し
て

移
住
し
て
33
年
目
年
目

細
井　

絵
梨
香

細
井　

絵
梨
香

山
彦
だ
よ
り


